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令和５年度 第２回
埼玉県ＳＤＧｓ庁内推進本部会議

議 題

（１）令和５年度の取組実績について

（２）その他（今後の予定）



県民や企業、NPO、大学、金融機関、各種団体など多様なステークホルダーとの協働を通じ、
ワンチーム埼玉でSDGsを推進

・ 埼玉県SDGs庁内推進本部での展開
・ 全施策を貫く横断的な視点として５か年計画に反映

先進的SDGs事業への支援

・アプリ「エスキューブ」の機能向上

・ 「エスキューブ」のさらなる普及

・学校・イベント等による意識醸成
埼玉県SDGs
官民連携

プラットフォーム

SDGsに取り組む企業・
団体等を登録する埼玉県
SDGsパートナー制度

取組へのサポートを充実 県民レベルの参加促進

連携して全県展開

部局横断で推進

企業・団体等 県 民

市町村

埼玉県

・官民連携の促進
・シンポジウム等の開催
・分科会による検討

企業・団体等の環境･社会・経済
の三側面の取組支援

企業・団体等のSDGs活動の進め方
に関するセミナーの開催等

理解促進

取組支援

登 録
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・ SDGｓに取り組む企業への新たな支援策を検討

（１）令和５年度の取組実績



埼玉県ＳＤＧｓ官民連携プラットフォーム

会員数 1,290者（R５.3.31現在） 1,767者（Ｒ６.3.21現在）

①シンポジウム等による普及・啓発

②SDGs達成に向けた施策の検討

③メールマガジンによる情報発信

・・・第7回（7月 Web開催） アクセス数５４

・・・分科会内でそれぞれ検討

・・・各課所のイベント情報など計３５回発信
第８回シンポジウムの様子（R５.11.２７開催）

第8回（１１月 埼玉会館） 参加者2６５人

第9回（２月 埼玉会館 Web同時配信）

会場参加者８１人 Webアクセス数７0

検討成果は資料２（第９回シンポジウム資料）参照

●「企業・団体等」向け施策
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（１）令和５年度の取組実績

年度末目標

1,800者



埼玉県ＳＤＧｓパートナー登録制度

会員数 １，１６７者（R５.3.31現在） 1,512者（Ｒ６.2.29現在）

パートナー制度と連携した
金利優遇商品の利用実績

SDGsに自ら取り組む県内企業・団体を登録

累計利用件数 759件（Ｒ6.2.29現在）

●「企業・団体等」向け施策
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（１）令和５年度の取組実績

年度末目標

1,600者
※ 年度末会員数 1,612者（見込）



埼玉版ＳＤＧｓ推進アプリ

●「県民」向け施策
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R6.3 リニューアル（機能拡充）を実施

ポイント付与メニュー

各部局で実施するSDGsイベント情報の
掲載依頼を随時受付中（問合せは計画調整課まで）

ダウンロード数 6,７７２DL(R５.3.31現在）

１5,022ＤＬ（R６.3.21現在）

①SDGsニュース配信 ⇒ 県・市町村・企業等の取組を配信
②動画再生方法の変更 ⇒ ランダム再生からユーザー選択に変更

（１）令和５年度の取組実績

年度末目標：12,000 DL≪達成≫
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●官民連携の主な取組 ※分科会の取組については資料２参照

特製サステナブルメニュー

連携先 内 容

テレ玉 「テレ玉SDGs推進キャンペーン」の協賛金の一部を県の基金に寄附

八洋 埼玉版SDGs応援自動販売機の設置

味の素 県庁食堂で「特製サステナブルメニュー」を提供

IKEA新三郷 子供向けSDGsワークショップを開催

浦和レッズ 「エスキューブリニューアルキャンペーン」の賞品提供
ホームゲームで県とレッズの取組をPR

大宮アルディージャ 女子リーグホームゲームで県とアルディージャの取組をPR

埼玉版SDGs応援自販機協定締結

（１）令和５年度の取組実績

浦和レッズ戦SDGｓイベント



埼玉県ESG債（サスティナビリティボンド）の発行
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☞ 発行額 ３００億円

（１）令和５年度の取組実績

◆埼玉版流域治水対策の継続と深化
◆森林の循環利用の促進

☞ 法人投資家に加え、新たに個人向けに10億円を販売

☞ 主な充当予定事業

グリーンプロジェクト ソーシャルプロジェクト

◆災害対策本部の機能強化
◆朝霞児童相談所（仮称）の新設

●その他の取組

グリーン共同債の発行
☞ 42道府県・政令市が共同してグリーンボンド1,064億円を発行
※本県発行額は10億円
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（２）その他（今後の予定）

【次回開催予定】

令和６年度 第１回庁内推進本部会議

Ｒ６．４．２３（火）庁議終了後開催予定

議題：令和６年度の取組について


